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発 刊 の ご 案 内発 刊 の ご 案 内
機械部会除雪機械技術委員会（委員長：国土交通省建設施工企画課建設機械係長　谷崎

敏彦）では、このたび除雪機械連絡会（国土交通省）並びに除雪機械技術検討ワーキング
グループでの編集作業を終え、「除雪機械技術ハンドブック」の図書を発刊致しました。

本ハンドブックは平成6年に国土交通省（旧建設省）などを中心に関係者資料として作
成された「除雪機械技術資料」をベースに最新の道路除雪をとりまく背景・課題などを踏
まえて再編集を行なったものです。

●主な掲載内容
1．除雪機械の一般技術事項として除雪機械の種類、使用目的などの解説
2．各除雪機械の使用に際しての、道路・路面・気象などに関する条件とそれを踏まえた使用計画などにつ

いての解説
3．各除雪機械の構造、使用に関連する事項
4．除雪機械の用語の解説

●Ａ4版、312頁
●定価　3,000円　送料　600円
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「
業
務
継
続
計
画
」
と
い
う
言
葉
を
つ
い

二
〜
三
年
前
ま
で
は
、
私
は
見
た
こ
と
が
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
最
近
、
あ
ち
こ
ち
で

目
に
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

英
語
で
は
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
：Business Continuity 

Plan

で
す
が
、
一
般
的
に
は
、「
あ
る
組
織

が
災
害
に
よ
る
影
響
度
を
認
識
し
、
発
生
時

の
事
業
計
画
を
確
実
に
す
る
た
め
、
必
要
な

対
応
策
を
策
定
し
た
も
の
」
と
さ
れ
て
い
る

よ
う
で
す
。

東
北
地
方
整
備
局
の
中
心
業
務
は
、
社
会

資
本
を
整
備
し
、
維
持
管
理
を
行
う
こ
と
で

す
が
、
各
種
災
害
時
に
応
急
対
策
業
務
を
行

う
こ
と
も
重
要
な
柱
と
な
っ
て
い
ま
す
。

東
北
地
方
整
備
局
で
は
、
今
年
三
月
に
本

局
に
お
け
る
「
業
務
継
続
計
画
」
を
策
定
し

ま
し
た
の
で
、
簡
単
に
紹
介
し
ま
す
。

計
画
で
対
象
と
す
る
災
害
は
、
中
央
防
災

会
議
に
お
い
て
、
今
後
三
十
年
以
内
に
マ
グ

ニ
チ
ュ
ー
ド
七
・
五
ク
ラ
ス
の
地
震
の
発
生

確
率
が
九
十
九
％
と
さ
れ
た
宮
城
県
沖
地
震

と
し
ま
し
た
。
宮
城
県
沖
地
震
に
は
い
く
つ

か
の
タ
イ
プ
が
あ
り
ま
す
が
、本
計
画
で
は
、

陸
域
側
と
海
溝
側
の
「
連
動
型
」
と
い
わ
れ
、

大
き
な
被
害
の
発
生
が
予
測
さ
れ
て
い
る
マ

グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
八
・
二
の
地
震
を
想
定
し
て

い
ま
す
。
こ
の
地
震
で
は
、
津
波
に
よ
る
被

害
が
揺
れ
に
よ
る
被
害
よ
り
も
甚
大
で
あ
る

こ
と
が
特
徴
と
な
っ
て
い
ま
す
。

業
務
継
続
計
画
で
は
、
災
害
に
伴
う
被
害

を
受
け
て
も
、
一
定
期
間
内
に
「
災
害
応
急

対
策
業
務
（
災
害
発
生
時
に
東
北
地
方
整
備

局
が
は
た
す
べ
き
災
害
応
急
対
策
業
務
）」

を
遂
行
し
、
あ
わ
せ
て
「
一
般
継
続
重
要
業

務
（
一
般
業
務
の
う
ち
、
国
民
の
生
命
・
安

全
の
維
持
、
国
民
の
権
利
や
財
産
の
保
全
等

の
た
め
に
継
続
す
る
こ
と
が
必
要
な
業
務
）」

を
継
続
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
に
、
事
前
に
準
備
す
べ
き
行
動
を
整
理
し

た
計
画
を
「
事
前
準
備
・
対
策
」
と
し
て
、

発
災
後
に
と
る
べ
き
行
動
を
整
理
し
た
計
画

を
「
震
後
行
動
」
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
定
め

ま
し
た
。

事
前
準
備
・
対
策
と
し
て
は
、
継
続
す
べ

き
優
先
業
務
の
抽
出
、
職
員
の
参
集
実
態
の

把
握
と
業
務
継
続
体
制
づ
く
り
、
関
係
機
関

と
の
連
携
等
を
整
理
し
ま
し
た
。

震
後
行
動
と
し
て
は
、
災
害
応
急
対

策
業
務
に
つ
い
て
、
一
、三
、十
二
時
間
、

一
、三
、七
日
間
に
、
一
般
継
続
重
要
業

務
に
つ
い
て
、
三
、十
二
時
間
、
一
、七
、

十
四
、二
十
一
、三
十
日
間
に
そ
れ
ぞ
れ
継
続

す
べ
き
業
務
を
本
部
と
十
の
組
織
に
分
け
た

室
ご
と
に
整
理
し
て
い
ま
す
。

東
北
地
方
整
備
局
で
は
、
今
回
初
め
て
業

務
継
続
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
が
、
防
災
能

力
の
向
上
の
た
め
に
は
、
日
頃
か
ら
の
訓
練

や
対
策
の
積
み
重
ね
が
重
要
で
あ
り
、
本
計

画
も
、
状
況
の
変
化
な
ど
に
対
応
し
て
継
続

的
に
見
直
し
、
改
善
を
図
っ
て
い
く
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

最
近
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
被
害
と
お

よ
そ
半
年
位
後
の
応
急
復
旧
の
状
況
を
ま
と

め
た
写
真
集
を
見
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。

想
像
を
絶
す
る
よ
う
な
被
害
の
状
況
を
見

て
、
ど
う
復
旧
し
た
ら
よ
い
の
か
す
ぐ
に
は

見
当
も
つ
か
な
い
よ
う
な
現
場
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
が
短
期
間
の
う
ち
に
復
旧
し
た
様
子

を
見
る
に
つ
け
、
担
当
さ
れ
た
皆
さ
ん
の
技

術
力
の
高
さ
に
驚
く
と
と
も
に
、日
頃
か
ら
、

い
ろ
い
ろ
な
災
害
被
害
に
対
し
、
ど
う
対
応

す
れ
ば
よ
い
の
か
を
想
像
す
る
訓
練
を
し
て

お
く
こ
と
が
重
要
だ
と
感
じ
ま
し
た
。ま
た
、

短
期
間
で
の
復
旧
に
は
、
何
よ
り
も
機
械
力

が
必
要
不
可
欠
で
す
。貴
協
会
の
持
つ
力
は
、

災
害
時
に
も
大
き
な
力
を
発
揮
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
起
き
て
欲
し
く
は
な
い
が
、
起

き
て
し
ま
っ
た
災
害
に
は
、
し
っ
か
り
対
応

す
る
こ
と
が
私
達
の
責
務
で
す
。
一
緒
に
頑

張
り
ま
し
ょ
う
。

業
務
継
続
計
画
（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）
に
つ
い
て

東
北
地
方
整
備
局　

企
画
部
長　

福　

井　
　
　

孝
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「
2
0
0
8
ふ
ゆ
ト
ピ
ア
、
フ
ェ
ア
in
千

歳
」
は
平
成
20
年
1
月
31
日
〜
2
月
2
日
ま

で
北
海
道
千
歳
市
で
開
催
さ
れ
た
。

ふ
ゆ
ト
ピ
ア
は
除
雪
展
の
ほ
か
シ
ン
ポ

ジ
ュ
ウ
ム
、
研
究
発
表
、
克
雪
・
利
雪
に
関

す
る
展
示
会
の
4
つ
で
構
成
さ
れ
る
複
合
イ

ベ
ン
ト
で
今
回
で
23
回
目
を
迎
え
た
。

雪
国
の
安
全
、
安
心
な
生
活
を
支
え
る
「
除

雪
機
械
」
の
展
示
・
実
演
会
に
参
加
す
る
機

会
を
得
た
の
で
こ
れ
ら
の
一
端
を
報
告
し
た
い
。

1
． 

北
緯゚
43
の
都
市
「
千
歳
」

千
歳
市
は
北
海
道
の
中
南
部
、
石
狩

平
野
の
南
端
に
位
置
し
、
札
幌
市
、
苫

小
牧
市
な
ど
4
市
4
町
に
隣
接
し
た
道

央
の
中
核
都
市
で
あ
る
。

ま
た
、
太
平
洋
と
日
本
海
の
気
象
の

影
響
を
受
け
る
分
岐
点
で
あ
り
、
降
雪

量
は
比
較
的
少
な
い
地
域
で
あ
る
が
、

気
温
は
低
く
開
催
当
日
も
最
高
−4
℃
、

最
低
−14
℃
と
北
海
道
ら
し
い
積
雪
寒
冷

地
で
あ
り
ま
す
。

4
つ
の
会
場
を
結
ぶ
ア
ク
セ
ス
も

J
R
千
歳
駅
か
ら
徒
歩
8
〜
10
分
と

至
っ
て
便
利
で
、
ま
た
地
元
の
協
力
も

あ
っ
て
こ
の
地
が
選
ば
れ
た
。
こ
こ
で

の
開
催
は
初
め
て
で
あ
り
何
か
新
鮮
さ

が
感
じ
ら
れ
た
。

２
．
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

1
月
31
日
定
刻
の
10
時
、
本
協
会
の
小
野

会
長
の
挨
拶
に
続
き
大
会
関
係
者
8
名
と
地

元
小
学
校
の
代
表
者
に
よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ
ト

で
開
幕
し
た
。

セ
レ
モ
ニ
ー
会
場
の
背
面
に
は
除
雪
ド
ー

ザ
な
ど
大
型
除
雪
機
械
4
台
を
配
置
し
、
雪

国
へ
の
力
強
さ
を
感
じ
さ
せ
て
い
る
。

２
０
０
８
ふ
ゆ
ト
ピ
ア
・
フ
ェ
ア
in
千
歳

「
除
雪
機
械
展
示
・
実
演
会
」
見
聞
録

新
潟
ト
ラ
ン
シ
ス
㈱　

山　

田　

一　

彦
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３
．
出
展
機
械

今
回
の
出
展
は
関
係
メ
ー
カ
23
社
と
北
海

道
開
発
局
が
参
加
し
た
。

出
品
数
は
、
除
雪
機
械
・
装
置
74
台
、
関

連
機
器
20
品
目
で
あ
っ
た
。
出
展
機
械
か
ら

主
な
機
種
の
特
徴
を
み
る
と
除
雪
用
ト
ラ
ッ

ク
で
は
、
10
t
の
ハ
イ
グ
レ
ー
ド
か
ら
2
t

級
ま
で
7
台
が
展
示
さ
れ
た
。
い
ず
れ
の

メ
ー
カ
ー
も
次
期
排
出
ガ
ス
規
制
に
対
応
し

な
が
ら
、
エ
ン
ジ
ン
に
求
め
ら
れ
る
諸
性
能

を
根
底
か
ら
引
き
上
げ
よ
う
と
す
る
方
策
が

見
受
け
ら
れ
る
。
運
転
席
で
は
コ
ッ
ク
ピ
ッ

ト
感
の
ス
タ
イ
リ
シ
ュ
化
、
乗
る
人
へ
の
快

適
、
最
適
な
ス
イ
ッ
チ
レ
イ
ア
ウ
ト
な
ど
の

安
全
性
、
A
T
の
搭
載
の
よ
る
操
作
性
等
の

高
次
元
な
レ
ベ
ル
を
追
求
し
て
い
る
。ま
た
、

防
錆
性
を
高
め
る
な
ど
現
場
の
弱
点
に
対
応

し
て
い
る
。

ロ
ー
ダ
で
は
、
15
t
か
ら
2
t
級
の
ミ
ニ

ホ
イ
ー
ル
ロ
ー
ダ
ま
で
6
社
が
出
展
し
て
い

る
。
小
回
り
が
効
き
運
転
視
界
に
優
れ
、
比

較
的
規
模
の
小
さ
い
現
場
で
の
作
業
に
適
し

て
い
る
。
オ
フ
ロ
ー
ド
法
に
適
合
す
る
低
公

害
エ
ン
ジ
ン
を
搭
載
、
ま
た
低
騒
音
機
械
に

も
指
定
さ
れ
、
市
街
地
で
の
作
業
に
適
し
て

い
る
。
ロ
ー
ダ
は
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
を
変
え

る
こ
と
に
よ
り
様
々
な
用
途
に
対
応
で
き

る
。
機
体
転
倒
時
に
は
運
転
者
の
安
全
を
確

保
す
る
R
O
P
S
が
搭
載
さ
れ
て
い
る
も
の

も
あ
る
。

ロ
ー
タ
リ
車
で
は
2
・
6
か
ら
1
・
0
m

級
ま
で
8
台
が
出
展
さ
れ
た
。
ロ
ー
タ
リ
車

は
運
搬
排
雪
か
ら
拡
幅
除
雪
ま
で
幅
広
い
作

業
に
威
力
を
発
揮
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
機
種
は
い
ず
れ
も
第
3
次
排
出

ガ
ス
規
制
に
対
応
し
た
エ
ン
ジ
ン
を
搭
載
し

て
い
る
。

回
送
速
度
の
高
速
化
、
油
圧
チ
ッ
プ
バ
ッ

ク
機
構
、
高
速
雪
堤
処
理
装
置
な
ど
用
途
に

応
じ
た
豊
富
な
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
に
よ
る
多

機
能
化
。
自
動
操
舵
シ
ス
テ
ム
な
ど
新
技
術

に
よ
る
高
度
化
、
操
作
性
と
安
全
性
を
重
視

し
た
ジ
ョ
イ
ス
テ
ッ
ク
レ
バ
ー
の
標
準
装
備

な
ど
が
注
目
さ
れ
る
。

そ
の
他
、凍
結
防
止
剤
散
布
車
の
自
動
化
、

小
型
の
ハ
ン
ド
ガ
イ
ド
式
は
豊
富
な
機
種
を

揃
え
顧
客
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
た
。

４
．
実
演

実
演
は
会
場
中
央
に
積
ま
れ
た
雪
堤
を
切

り
崩
す
方
法
で
行
わ
れ
た
。

参
加
メ
ー
カ
は
6
社
、
そ
の
内
4
社
が

ロ
ー
タ
リ
車
で
2
社
が
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
に

よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
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集
め
ら
れ
た
雪
は
開
催
中
、
真
冬
日
の
た

め
含
水
率
は
0
と
推
定
さ
れ
る
、
投
雪
ア
ー

チ
は
シ
ュ
ー
ト
キ
ャ
プ
の
微
妙
な
調
整
に
よ

る
も
の
で
オ
ペ
レ
ー
タ
の
技
量
が
伺
わ
れ

た
。
1
コ
マ
の
制
限
時
間
は
1
社
20
分
、
2

日
間
に
わ
た
り
各
社
の
迫
力
、
力
強
さ
の
演

出
が
続
い
た
。

５
．
ラ
ジ
コ
ン
ロ
ー
タ
リ
ー

休
憩
所
内
の
ラ
ジ
コ
ン
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

ロ
ー
タ
リ
除
雪
車
の
模
型
が
動
い
て
い
た
。

雪
を
模
擬
し
た
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
の
粉
粒
は

オ
ー
ガ
で
集
め
ら
れ
シ
ュ
ー
ト
か
ら
勢
い
良

く
飛
ん
で
い
た
。
再
現
の
難
し
い
除
雪
工
法

を
模
型
で
表
現
す
る
技
術
者
の
苦
労
が
想
わ

れ
る
。

ま
た
、
同
時
に
こ

れ
ま
で
の
除
雪
機
械

の
変
遷
を
写
真
パ
ネ

ル
で
紹
介
さ
れ
て
い

た
。

６
．
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
を
対
象
と
し
た

除
雪
機
械
講
習
会

展
示
会
と
し
て
は
初
め
て
の
取
り
組
み
と

な
っ
た「
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
に
対
す
る
講
習
会
」

が
2
日
目
の
午
後
か
ら
始
ま
っ
た
。
こ
れ
は

豪
雪
地
帯
の
ア
ク
セ
ス
ビ
リ
テ
ー
を
確
保
す

る
た
め
生
活
道
路
の
除
雪
作
業
に
従
事
す
る

ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
に
除
雪
機
械
の
操
作
方
法
を

習
得
し
て
も
ら
う
も
の
で
あ
る
。

ハ
ン
ド
ガ
イ
ド
が
対
象
で
カ
ナ
モ
ト
、
北

海
道
ホ
ン
ダ
、和
同
産
業
な
ど
が
協
力
し
た
。

ち
な
み
に
今
回
は
15
名
の
方
々
が
受
講

し
、
本
協
会
か
ら
認
定
証
が
授
与
さ
れ
た
。

あ
と
が
き

今
回
の
展
示
・
実
演
会
は
ア
ク
セ
ス
の
良

さ
と
好
天
に
恵
ま
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
延
べ

4
、
5
0
0
名
の
入
場
者
で
成
功
裏
に
終

わ
っ
た
。
こ
の
時
期
に
開
催
さ
れ
る
除
雪
展

は
除
雪
機
械
メ
ー
カ
に
と
っ
て
は
、
事
業
年

度
の
終
わ
り
で
も
あ
り
、
ま
た
新
年
度
の
初

め
で
も
あ
る
１
つ
の
区
切
り
の
時
期
で
も
あ

ろ
う
。

除
雪
展
は
昭
和
37
年
に
青
森
市
で
第
1
回

が
開
か
れ
、以
来
46
年
が
過
ぎ
た
。
こ
の
間
、

除
雪
機
械
は
雪
国
の
生
活
と
共
に
す
ば
ら
し

い
発
展
を
遂
げ
た
。こ
れ
か
ら
は
面
的
道
路
、

交
差
点
の
処
理
な
ど
更
に
き
め
細
か
な
住
民

サ
ー
ビ
ス
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
に

対
す
る
除
雪
メ
ー
カ
の
役
割
は
大
き
い
。

次
回
の
開
催
地
は
富
山
県
高
岡
市
で
あ

る
。
そ
こ
で
は
ど
ん
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が

見
ら
れ
る
か
期
待
が
高
ま
る
。

5 Right

18 Left



去
年
の
こ
と
、
6
年
ぶ
り
に
海
外
旅
行
を

楽
し
ん
だ
。
5
月
に
ス
ペ
イ
ン
、
9
月
に
は

エ
ジ
プ
ト
い
ず
れ
も
8
曰
間
の
団
体
ツ
ア
ー

に
一
人
で
参
加
し
た
。

い
つ
も
思
う
の
だ
が
、
海
外
旅
行
を
楽
し

む
た
め
に
は
、
四
つ
の
条
件
を
ク
リ
ア
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
①
資
金
（
旅
費
）
と
②

時
間
（
余
暇
）
は
当
然
と
し
て
、③
健
康
（
同

伴
者
を
含
む
）
と
④
留
守
家
族
の
安
否
で
あ

る
。
③
に
つ
い
て
は
、
出
発
時
ま
で
の
健
康

維
持
は
も
ち
ろ
ん
、
長
時
間
の
搭
乗
、
旅
先

に
お
け
る
気
候
や
食
事
な
ど
環
境
の
変
化
に

順
応
で
き
る
体
調
と
体
力
（
特
に
足
腰
）
が

必
要
と
さ
れ
る
。
④
に
つ
い
て
は
、
家
族
や

近
親
者
に
心
配
な
病
人
な
ど
が
い
た
り
す
れ

ば
、安
心
し
て
旅
に
出
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

小
生
の
場
合
、
永
ら
く
④
の
問
題
（
高
齢
の

母
の
介
護
）
が
あ
り
、
万
一
を
考
え
る
と
出

掛
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
そ
の
心

配
が
な
く
な
っ
た
。

で
は
、
何
処
へ
行
こ
う
か
？
行
き
た
い
所

は
沢
山
あ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
ス
ペ
イ
ン

と
決
め
て
い
た
の
で
、
気
候
の
よ
い
5
月
中

旬
に
旅
立
っ
た
。
期
待
ど
お
り
の
楽
し
い
旅

を
終
え
て
無
事
に
帰
国
。
少
し
の
疲
れ
も
な

い
の
で
自
信
が
つ
き
、
新
た
な
旅
心
が
湧
い

て
き
た
。
次
に
行
き
た
か
っ
た
の
は
エ
ジ
プ

ト
、
2
0
0
5
年
に
自
爆
テ
ロ
や
観
光
バ
ス

へ
の
発
砲
事
件
が
発
生
し
て
治
安
が
悪
化
し

た
が
、
最
近
は
治
安
が
回
復
し
て
世
界
各
地

か
ら
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
て
い
る
。
豊
饒

な
ナ
イ
ル
川
に
育
ま
れ
、
7
0
0
0
年
の
歴

史
を
誇
る
文
明
発
祥
の
国
エ
ジ
プ
ト
。
旅
の

目
的
は
、
そ
の
遺
産
で
あ
る
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
な

ど
の
古
代
遺
跡
を
こ
の
目
で
見
る
こ
と
で
あ

る
。エ

ジ
プ
ト
と
い
う
と
、
と
か
く
炎
熱
と
砂

漠
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
暑
い
国
と
思
わ
れ
て

い
る
が
、
南
北
に
約
1
0
0
0
㎞
も
あ
る
の

で
、
エ
リ
ア
に
よ
り
、
ま
た
季
節
に
よ
っ
て

変
化
に
富
ん
で
い
る
（
案
内
書
に
よ
る
と
、

ベ
ス
ト
シ
ー
ズ
ン
は
暑
さ
が
和
ら
ぐ
11
月
〜

3
月
と
さ
れ
る
）。
遺
跡
が
多
い
ル
ク
ソ
ー

ル
や
ア
ス
ワ
ン
で
は
、
7
〜
8
月
の
最
高
気

温
が
40
℃
を
超
え
る
の
で
避
け
る
こ
と
に

し
、
ま
た
9
月
13
日
か
ら
は
約
1
ケ
月
の
ラ

マ
ダ
ー
ン
（
断
食
月
）
に
入
る
の
で
、
そ
の

前
に
出
掛
け
る
こ
と
に
し
た
。
今
回
は
気
楽

な
一
人
旅
、
荷
物
は
薄
手
の
着
替
え
数
枚
、

カ
メ
ラ
2
台
（
1
台
は
予
備
）、Ｃ
Ｄ
プ
レ
ー

ヤ
ー
、好
み
の
ツ
マ
ミ
を
少
々
そ
の
他
、ス
ー

ツ
ケ
ー
ス
を
や
め
て
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
に
し

た
。
以
下
、
エ
ジ
プ
ト
な
ら
で
は
の
見
聞
を

曰
記
ス
タ
イ
ル
に
ま
と
め
て
紹
介
す
る
の

で
、
み
や
げ
話
と
し
て
読
ん
で
い
た
だ
け
れ

ば
幸
い
で
あ
る
。

9
月
5
日

　

成
田
空
港
出
発
、
カ
イ
ロ
ヘ

仙
台
7
：
39
発
の
〝
や
ま
び
こ
〟
に
乗

り
、
東
京
か
ら
Ｊ
Ｒ
の
快
速
（
成
田
エ
ク
ス

プ
レ
ス
特
急
料
金
1
6
6
0
円
を
節
約
）
で

成
田
へ
。
出
発
便
は
15
：
30
発
・
エ
ジ
プ
ト

航
空
Ｍ
Ｓ
9
6
5
。
旅
の
友
と
し
て
酒
を
欠

か
せ
な
い
小
生
、
こ
れ
ま
で
も
ホ
テ
ル
で
の

寝
酒
と
し
て
必
ず
持
参
し
た
。
し
か
し
、
今

回
は
機
内
の
安
全
対
策
と
し
て
1
0
0
㎖
以

上
の
液
体
の
持
ち
込
み
は
一
切
禁
止
と
の
こ

と
。
大
い
に
が
っ
か
り
し
て
い
た
と
こ
ろ
、

出
国
手
続
き
終
了
後
に
免
税
店
で
売
ら
れ
て

い
る
ア
ル
コ
ー
ル
類
は
機
内
に
持
ち
込
め
る

と
い
う
。
店
に
入
っ
て
み
る
と
、
な
ん
と
！

お
馴
染
み
の
〝
浦
霞
禅
〟
が
あ
る
で
は
な
い

か
。
他
の
銘
柄
も
あ
っ
た
が
、
迷
わ
ず
に
2

箱
（
3
箱
に
し
よ
う
か
と
迷
っ
た
…
）
を
求

め
、
こ
れ
で
安
心
！
機
上
の
人
と
な
っ
た
。

離
陸
後
、1
時
間
ほ
ど
し
て
機
内
食
（
夕
食
）

が
出
た
。
他
の
航
空
会
社
な
ら
ワ
イ
ン
や

ビ
ー
ル
が
出
る
の
で
、
小
生
は
い
つ
も
白
ワ

イ
ン
を
お
代
わ
り
し
て
楽
し
ん
で
い
た
。
だ

が
、
エ
ジ
プ
ト
は
イ
ス
ラ
ム
の
国
な
の
で
ア

ル
コ
ー
ル
は
ご
法
度
、
出
る
の
は
ジ
ュ
ー
ス

類
と
コ
ー
ヒ
ー
、
お
茶
だ
け
で
あ
る
。
そ
こ

で
〝
浦
霞
禅
〟
を
取
り
出
し
、
魚
料
理
を
肴

に
し
て
一
人
酒
を
楽
し
ん
だ
。

約
13
時
間
の
フ
ラ
イ
ト
、
現
地
時
間
で
夜

の
11
時
過
ぎ
（
夏
時
間
、
日
本
と
の
時
差
6

時
間
）
に
カ
イ
ロ
空
港
に
到
着
し
た
。
聞
こ

え
て
く
る
ア
ラ
ビ
ア
語
、
案
内
標
識
な
ど
に

書
か
れ
た
訳
の
分
か
ら
ぬ
ア
ラ
ビ
ア
文
字
、

独
特
な
民
俗
衣
装
（
ガ
ラ
ベ
イ
ヤ
）
を
着
た

人
々
、
そ
れ
に
夜
の
暑
さ
、
エ
ジ
プ
ト
ヘ
来

た
こ
と
を
実
感
し
た
。
ツ
ア
ー
の
一
行
が
手

荷
物
（
ス
ー
ツ
ケ
ー
ス
）
を
受
け
取
る
の
に

30
分
も
か
か
り
、
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
だ
け
で

関
係
の
な
い
小
生
は
少
し
イ
ラ
イ
ラ
、
時
間

つ
ぶ
し
に
ト
イ
レ
に
行
っ
た
。
小
用
を
済
ま

せ
て
出
て
く
る
と
、
若
者
が
立
っ
て
い
て

チ
ッ
プ
を
要
求
さ
れ
、
ま
だ
エ
ジ
プ
ト
の
小

銭
を
持
っ
て
い
な
い
の
で
仕
方
な
く
1
ド
ル

を
渡
し
た
。
入
国
早
々
に
割
高
な
チ
ッ
プ
を

と
ら
れ
、
少
し
頭
に
き
た
が
、
こ
れ
も
お
国

柄
と
納
得
。
バ
ス
に
乗
り
、
カ
イ
ロ
に
隣
接

す
る
ギ
ザ
の
ホ
テ
ル
に
着
い
た
の
は
夜
中
の

1
時
過
ぎ
だ
っ
た
。

エ
ジ
プ
ト
見
聞
記

東
北
支
部　

参
与　

高　

橋　
　
　

馨
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9
月
6
日

　

ギ
ザ
ほ
か
、
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
観
光

5
時
過
ぎ
に
起
床
。
時
差
ボ
ケ
も
寝
不
足

も
な
く
、
体
調
は
良
好
。
7
時
前
に
1
Ｆ
の

レ
ス
ト
ラ
ン
で
窓
の
向
こ
う
に
昇
っ
た
朝
日

を
眺
め
な
が
ら
朝
食
。五
つ
星
ホ
テ
ル
だ
が
、

昨
夜
、
添
乗
員
か
ら
生
野
菜
は
食
べ
な
い
ほ

う
が
い
い
と
注
意
さ
れ
た
の
で
野
菜
サ
ラ
ダ

は
敬
遠
、
ジ
ュ
ー
ス
で
パ
ン
と
ハ
ム
な
ど
を

食
し
た
。
朝
食
の
あ
と
、
ホ
テ
ル
の
両
替
所

で
持
参
し
た
米
ド
ル
を
エ
ジ
プ
ト
通
貨
（
エ

ジ
プ
ト
ポ
ン
ド
：
Ｌ
Ｅ
）
に
両
替
し
た
（
エ

ジ
プ
ト
で
は
米
ド
ル
も
通
用
す
る
が
…
）。

差
し
当
た
っ
て
50
ド
ル
を
両
替
、
2
8
2
Ｌ

Ｅ
に
な
っ
た
（
1
Ｌ
Ｅ
は
約
20
円
に
相
当
）。

添
乗
員
か
ら
エ
ジ
プ
ト
の
紙
幣
は
汚
く
て
、

臭
い
と
聞
か
さ
れ
て
い
た
が
、
案
の
定
、
渡

さ
れ
た
紙
幣
、
Ｌ
Ｅ
1
0
0
・
Ｌ
Ｅ
50
・
Ｌ

Ｅ
20
・
Ｌ
Ｅ
10
・
Ｌ
Ｅ
5
・
Ｌ
Ｅ
1
は
ど
れ

も
汚
れ
て
い
て
臭
い
が
し
そ
う
だ
。
海
外
旅

行
で
外
国
の
紙
幣
を
手
に
す
る
た
び
に
、
わ

が
日
本
の
紙
幣
（
特
に
1
万
円
札
）
の
素
晴

ら
し
さ
を
誇
り
た
く
な
る
。

今
日
は
ギ
ザ
と
そ
の
近
郊
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド

な
ど
を
観
光
。
ホ
テ
ル
を
出
た
と
た
ん
、
左

手
に
大
き
な
三
角
形
の
シ
ル
エ
ッ
ト
が
霞
ん

で
見
え
る
。
ま
さ
し
く
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
だ
。
そ

う
い
え
ば
、
ホ
テ
ル
の
名
前
が
ル
・
メ
リ

デ
ィ
ア
ン
・
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
だ
っ
た
。
8
時
過

ぎ
に
貸
切
バ
ス
で
出
発
、
一
行
は
32
人
（
う

ち
男
性
は
8
人
だ
け
、
小
生
の
よ
う
な
一
人

で
の
参
加
は
7
人
）
で
あ
る
。
ホ
テ
ル
前
の

道
路
は
朝
の
ラ
ッ
シ
ュ
で
混
ん
で
い
る
が
、

5
分
ほ
ど
で
大
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
前
の
広
場
に

到
着
、
観
光
バ
ス
で
来
た
大
勢
の
人
々
で
賑

わ
っ
て
い
る
。
雲
一
つ
な
い
快
晴
、
い
た
る

所
に
警
官
が
立
っ
て
お
り
、
銃
を
も
っ
た
兵

士
も
所
々
に
立
っ
て
い
る
。
な
ん
と
も
物
騒

な
雰
囲
気
だ
が
、
不
安
は
感
じ
ら
れ
な
い
。

世
界
中
か
ら
ど
ん
な
悪
者
が
来
て
い
る
か
も

し
れ
ず
、
治
安
維
持
の
た
め
に
は
止
む
を
得

な
い
と
思
う
。
バ
ス
を
降
り
て
荷
物
の
検
査

を
受
け
た
あ
と
バ
ス
に
戻
り
、
現
地
ガ
イ
ド

の
ホ
サ
ム
氏
か
ら
古
代
エ
ジ
プ
ト
王
朝
や
ピ

ラ
ミ
ッ
ド
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。
因
み

に
、
ホ
サ
ム
氏
は
カ
イ
ロ
の
大
学
で
日
本
語

を
専
攻
し
た
と
の
こ
と
で
日
本
語
は
ペ
ラ
ペ

ラ
、
日
本
文
学
も
学
ん
だ
と
い
う
。
バ
ス
を

降
り
て
見
学
者
の
列
に
並
び
、
ま
た
ボ
デ
ィ

チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
て
、
い
よ
い
よ
ピ
ラ
ミ
ッ

ド
の
中
に
入
っ
た
。
内
部
の
狭
く
て
暗
い
通

路
も
人
の
列
、奥
の
「
王
の
玄
室
」
を
見
て
、

10
数
分
で
外
へ
出
た
。
1
日
の
見
学
者
は
午

前
、
午
後
と
も
1
5
0
人
に
制
限
さ
れ
て
い

る
と
の
こ
と
、
フ
リ
ー
で
来
て
も
入
れ
な
い

と
思
わ
れ
る
。
そ
の
あ
と
、
ギ
ザ
の
三
大
ピ

ラ
ミ
ッ
ド
を
一
望
で
き
る
パ
ノ
ラ
マ
ポ
イ
ン

ト
に
移
動
。
広
漠
た
る
砂
漠
の
中
に
そ
び
え

る
5
0
0
0
年
も
前
の
古
代
エ
ジ
プ
ト
の
巨

大
遺
跡
、
そ
の
直
ぐ
向
こ
う
に
は
ピ
ル
が
立

ち
並
ぶ
近
代
国
家
エ
ジ
プ
ト
が
あ
る
。
午

後
、
バ
ス
で
40
分
ほ
ど
走
っ
て
ダ
ハ
シ
ュ
ー

ル
へ
行
き
、
通
称
〝
屈
折
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
〟
と

呼
ば
れ
る
ス
ネ
フ
ル
王
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
を
見

た
。
傾
斜
角
が
下
部
は
54°
、
途
中
か
ら
43°
と

緩
く
な
っ
て
お
り
、
ギ
ザ
の
ク
フ
王
の
大
ピ

ラ
ミ
ッ
ド
の
以
前
に
建
造
さ
れ
て
い
る
。
古

代
エ
ジ
プ
ト
の
最
初
の
首
都
で
あ
っ
た
メ
ン

フ
ィ
ス
に
寄
っ
た
あ
と
、
さ
ら
に
サ
ッ
カ
ラ

ヘ
行
き
、
ジ
ュ
セ
ル
王
の
〝
階
段
ピ
ラ
ミ
ッ

ド
〟
を
見
た
。
6
段
の
階
段
状
に
築
か
れ
た

世
界
最
古（
B
C
2
6
5
0
頃
）の
ピ
ラ
ミ
ッ

ド
、
こ
れ
が
原
点
に
な
っ
て
、
ギ
ザ
の
真
正

（
四
角
錐
）
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
へ
と
進
化
し
た
と

い
わ
れ
る
。

9
月
7
日　

ル
ク
ソ
ー
ル
観
光

3
時
半
に
バ
ス
で
ホ
テ
ル
を
出
発
し
て
カ

イ
ロ
空
港
へ
、
早
朝
か
ら
大
勢
の
人
で
混
雑

し
て
い
る
。
5
時
半
に
離
陸
し
て
約
1
時

間
の
フ
ラ
イ
ト
、
6
時
半
に
カ
イ
ロ
の
南

6
7
0
㎞
の
ル
ク
ソ
ー
ル
空
港
に
到
着
。
ル

ク
ソ
ー
ル
は
、
そ
の
昔
、
テ
ー
ベ
と
呼
ば
れ

た
エ
ジ
プ
ト
の
中
心
地
、
カ
イ
ロ
と
並
ぶ
観

光
の
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。
快
晴
、
バ
ス
に
乗

警備のエジプト兵士

ピラミッドの原点階段ピラミッド

大ピラミッドの入口に並ぶ人の列
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り
、
ナ
イ
ル
川
東
岸
の
ル
ク
ソ
ー
ル
の
町
を

通
り
、
西
岸
へ
渡
っ
て
〝
王
家
の
谷
〟
ヘ
。

古
代
エ
ジ
プ
ト
で
は
、
陽
が
昇
る
ナ
イ
ル
の

東
岸
は
「
生
者
の
都
」、
陽
が
沈
む
西
岸
は

「
死
者
の
都
（
ネ
ク
ロ
ポ
リ
ス
）」
と
さ
れ
て

い
る
と
の
こ
と
、
仏
教
の
〝
西
方
浄
土
〟
に

通
じ
る
も
の
が
あ
る
。
ま
だ
8
時
、
も
う
数

10
台
の
バ
ス
が
来
て
い
て
大
勢
の
観
光
客
で

賑
わ
っ
て
い
る
。
青
空
の
下
、
見
渡
す
限
り

褐
色
の
石
灰
岩
の
岩
山
、
草
一
本
生
え
て
い

な
い
。こ
こ
に
歴
代
の
王
家
の
墓
所
が
あ
り
、

か
く
も
世
界
中
か
ら
観
光
客
を
誘
っ
て
い
る

の
だ
か
ら
驚
く
。
手
前
の
一
画
に
、
吉
村
作

治
の
早
大
エ
ジ
プ
ト
発
掘
隊
の
詰
所
が
あ
っ

た
が
、
炎
天
下
で
の
発
掘
作
業
は
さ
ぞ
大
変

だ
ろ
う
と
感
じ
た
。

午
後
、
カ
ル
ナ
ッ
ク
神
殿
を
見
学
。
バ
ス

を
降
り
る
と
炎
天
で
凄
い
熱
気
、
40
℃
を
超

え
て
い
る
だ
ろ
う
。
嫌
い
な
帽
子
を
被
り
、

さ
ら
に
折
畳
み
傘
を
さ
し
て
も
頬
が
ピ
リ
ピ

リ
し
て
痛
い
感
じ
だ
が
、
あ
ま
り
汗
は
出
な

い
。エ
ジ
プ
ト
で
最
大
規
模
の
神
殿
で
あ
り
、

左
右
に
40
体
の
ス
フ
イ
ン
ク
ス
が
並
ぶ
参
道

の
先
に
立
つ
幅
1
1
3
ｍ
、
高
さ
43
ｍ
と
い

う
巨
大
な
第
一
塔
門
に
圧
倒
さ
れ
た
。

夕
方
、
早
め
に
ホ
テ
ル
に
入
っ
た
。
3
階

の
部
屋
か
ら
目
の
前
に
見
え
る
ナ
イ
ル
川
の

川
幅
は
5
0
0
ｍ
ほ
ど
、
大
型
の
遊
覧
船
が

停
泊
し
て
い
る
。
市
内
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
夕

食
を
し
て
き
た
あ
と
、
部
屋
の
テ
ラ
ス
で
夜

景
を
眺
め
た
が
、
下
か
ら
熱
気
が
上
が
っ
て

く
る
感
じ
が
す
る
。
同
じ
エ
ジ
プ
ト
で
も
、

カ
イ
ロ
と
は
違
う
ル
ク
ソ
ー
ル
の
暑
さ
を
体

感
し
た
。

9
月
8
日　

ア
ス
ワ
ン
観
光

朝
4
時
、
何
処
か
ら
か
イ
ス
ラ
ム
教
の
朝

の
礼
拝
を
呼
び
掛
け
る
声
（
ア
ザ
ー
ン
）
が

聞
こ
え
て
き
て
、
イ
ス
ラ
ム
の
国
に
い
る
こ

と
を
実
感
す
る
。
6
時
に
バ
ス
で
ホ
テ
ル
を

出
発
し
、
15
分
ほ
ど
で
空
港
に
到
着
。
約

1
8
0
㎞
南
の
ア
ス
ワ
ン
空
港
ま
で
約
30
分

の
フ
ラ
イ
ト
、
8
時
過
ぎ
に
着
い
た
。
連
日

の
快
晴
、
バ
ス
で
砂
漠
の
中
を
走
っ
て
ア

ス
ワ
ン
ハ
イ
ダ
ム
ヘ
。
1
9
6
4
年
に
建

設
さ
れ
た
ダ
ム
は
高
さ
1
1
1
ｍ
、
長
さ

3
6
0
0
ｍ
、
軍
事
的
な
機
密
か
ら
見
学
で

き
る
場
所
が
限
ら
れ
て
い
る
。
あ
ま
り
に
大

き
い
の
で
、
ダ
ム
の
上
に
立
っ
て
い
る
感
じ

が
し
な
い
。
上
流
に
広
が
る
海
の
よ
う
な
湖

水
（
ナ
セ
ル
湖
）
と
両
岸
の
砂
漠
、
空
・
水
・

地
が
果
て
し
な
く
茫
洋
と
し
て
い
る
。

1
9
0
2
年
に
完
成
し
た
ア
ス
ワ
ン
ダ
ム

の
湖
の
島
に
あ
る
フ
ィ
ラ
エ
神
殿
を
見
た
あ

と
、
ア
ス
ワ
ン
の
町
中
に
あ
る
花
崗
岩
の
石

切
場
を
見
た
。
長
さ
42
ｍ
も
あ
る
〝
切
り
か

け
の
オ
ベ
リ
ス
ク
〟
が
あ
り
、
観
光
客
が
訪

れ
て
い
る
が
、
真
昼
の
太
陽
、
昨
日
の
ル
ク

ソ
ー
ル
を
上
回
る
よ
う
な
猛
暑
に
参
っ
た
。

昼
食
の
あ
と
、
ダ
ム
下
流
の
ナ
イ
ル
川
を

フ
ァ
ル
ー
カ
（
観
光
用
の
大
き
な
ヨ
ッ
ト
）

で
セ
ー
リ
ン
グ
。
帆
を
操
る
数
人
の
若
者
が

乗
り
込
み
、
土
産
用
の
細
工
品
な
ど
を
売
る

た
め
に
日
本
の
歌
を
歌
っ
た
り
し
て
サ
ー
ビ

ス
に
務
め
て
い
た
。

下
船
し
た
あ
と
市
場
を
見
て
、
3
時
に
ホ

テ
ル
に
入
っ
た
。
部
屋
か
ら
の
ナ
イ
ル
川
の

眺
め
が
素
晴
ら
し
い
。
思
い
が
け
ず
冷
蔵
庫

に
瓶
ビ
ー
ル
が
あ
っ
た
の
で
飲
も
う
と
し
た

が
、
栓
抜
き
が
見
当
た
ら
な
い
。
フ
ロ
ン
ト

に
電
話
し
よ
う
と
思
っ
た
が
、
言
葉
が
通
じ

そ
う
に
な
い
の
で
、飲
む
の
を
あ
き
ら
め
た
。

夕
食
の
と
き
隣
の
人
に
そ
の
話
を
す
る
と
、

浴
室
の
ド
ア
の
内
側
に
金
具
が
つ
い
て
い
る

と
教
え
ら
れ
た
。
部
屋
に
戻
っ
て
ド
ア
を
調

べ
る
と
、
内
側
の
ノ
ブ
の
下
に
小
さ
な
金
具

が
つ
い
て
い
る
が
、
ま
さ
か
栓
抜
き
と
は
気

が
つ
か
な
か
っ
た
。
な
ん
で
、
こ
ん
な
所
に

付
け
て
お
く
の
か
？
腹
が
立
っ
た
。

9
月
9
日　

ア
ブ
・
シ
ン
ベ
ル
観
光

今
曰
は
ア
ス
ワ
ン
か
ら
約
2
0
0
㎞
南
の

ア
ブ
・
シ
ン
ベ
ル
を
観
光
、
8
時
半
に
バ
ス

で
ホ
テ
ル
を
出
発
し
て
空
港
へ
。
約
30
分
の

フ
ラ
イ
ト
で
ア
ブ
・
シ
ン
ベ
ル
空
港
に
到

着
、
快
晴
、
少
し
風
が
あ
る
が
暑
い
。
ア

ブ
・
シ
ン
ベ
ル
の
唯
一
の
見
所
は
大
神
殿
と

小
神
殿
、
エ
ジ
プ
ト
航
空
が
運
航
し
て
い
る

無
料
バ
ス
に
乗
り
、
10
分
ほ
ど
で
着
い
た
。

砂
漠
の
中
の
岩
山
に
造
ら
れ
た
二
つ
の
神
殿

の
前
に
ナ
セ
ル
湖
が
広
が
っ
て
い
て
、
こ
こ

で
も
海
の
よ
う
に
見
え
る
。
ダ
ム
湖
の
全
長

は
5
0
0
㎞
、
50
㎞
南
の
ス
ー
ダ
ン
に
及
ん

で
い
る
と
の
こ
と
、
あ
ら
た
め
て
ダ
ム
湖
の

広
大
さ
に
お
ど
ろ
か
さ
れ
た
。
向
か
っ
て
左

手
の
大
神
殿
は
、
ラ
ム
セ
ス
2
世
が
Ｂ
Ｃ

1
2
5
0
年
頃
に
築
造
し
た
も
の
、
正
面
に

フィラエ神殿（アスワン）

観光客で賑わう〝王家の谷〟
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高
さ
21
ｍ
の
ラ
ム
セ
ス
2
世
像
が
4
体
並
ん

で
い
る
。
右
手
の
小
神
殿
は
、
ラ
ム
セ
ス
2

世
が
第
1
王
妃
ネ
フ
ェ
ル
タ
リ
の
た
め
に
築

い
た
神
殿
、
正
面
に
は
ネ
フ
ェ
ル
タ
リ
の
立

像
が
ラ
ム
セ
ス
2
世
の
像
に
は
さ
ま
れ
、
守

ら
れ
る
よ
う
に
立
っ
て
い
る
。
風
が
強
く

な
っ
て
き
て
砂
塵
も
う
も
う
、
ナ
セ
ル
湖
が

す
っ
か
り
霞
ん
で
し
ま
っ
た
。
約
2
時
間
の

見
学
を
終
え
て
空
港
に
戻
り
、
ア
ス
ワ
ン
空

港
に
ト
ン
ボ
返
り
。

今
夜
は
夜
行
列
車
で
カ
イ
ロ
ヘ
移
動
、
ア

ス
ワ
ン
駅
か
ら
一
等
寝
台
車
に
乗
り
、
6
時

過
ぎ
（
発
車
時
刻
は
ア
バ
ウ
ト
）
に
発
車
し

た
。
古
い
木
造
の
車
両
、
小
さ
な
個
室
の
中

に
長
椅
子
、
折
畳
み
ベ
ッ
ド
、
棚
、
蛇
口
が

あ
り
、
エ
ア
コ
ン
も
あ
る
。
列
車
は
ナ
イ
ル

川
の
右
岸
を
走
行
、
乗
り
心
地
は
あ
ま
り
良

く
な
い
。
暫
く
し
て
車
掌
が
夕
食
を
運
ん
で

き
た
の
で
、
缶
ビ
ー
ル
を
求
め
て
食
し
た
。

食
事
の
あ
と
、
車
掌
が
ベ
ッ
ド
を
し
つ
ら
え

に
来
た
の
で
チ
ッ
プ
を
渡
し
、
Ｃ
Ｄ
を
聴
き

な
が
ら
眠
り
に
つ
い
た
。

9
月
10
日

　

ア
レ
キ
サ
ン
ド
リ
ア
観
光

7
時
前
に
カ
イ
ロ
の
手
前
の
ギ
ザ
駅
で
下

車
、
駅
前
か
ら
バ
ス
に
乗
っ
た
。
ナ
イ
ル
川

の
河
口
、
地
中
海
に
臨
む
ア
レ
キ
サ
ン
ド
リ

ア
ま
で
は
約
2
5
0
㎞
、
高
速
道
に
入
り
、

砂
漠
の
中
の
一
直
線
の
道
を
ひ
た
走
っ
て
11

時
前
に
市
内
に
到
着
し
た
。
ア
レ
キ
サ
ン

ダ
ー
大
王
に
由
来
す
る
エ
ジ
プ
ト
第
二
の
都

市
（
人
口
約
5
0
0
万
人
）、
か
つ
て
は
首

都
で
あ
っ
た
。
現
代
は
地
中
海
の
温
暖
な
気

候
に
恵
ま
れ
た
観
光
地
と
な
り
、
美
し
い
海

岸
沿
い
に
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
思
わ
せ
る
風
景

が
見
ら
れ
る
。
市
内
に
は
歴
史
を
感
じ
さ
せ

る
建
物
や
遺
跡
が
多
く
、
路
面
電
車
も
走
っ

て
い
る
。

市
内
観
光
を
終
え
て
3
時
過
ぎ
に
出
発
、

カ
イ
ロ
ヘ
の
帰
途
に
つ
い
た
。
夕
方
、
カ
イ

ロ
市
内
に
入
る
と
大
渋
滞
。
ホ
テ
ル
に
寄
ら

ず
に
ナ
イ
ル
川
の
デ
ィ
ナ
ー
・
ク
ル
ー
ズ
の

遊
覧
船
に
直
行
、
8
時
の
出
航
に
間
に
合
っ

た
。
船
内
は
各
国
か
ら
の
観
光
客
で
満
員
、

国
際
色
に
溢
れ
て
い
る
。
白
ワ
イ
ン
で
料
理

を
賞
味
し
な
が
ら
歌
と
踊
り
の
シ
ョ
ー
を
楽

し
ん
だ
。
10
時
半
に
ナ
イ
ル
河
畔
の
ホ
テ
ル

に
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
、13
階
の
部
屋
に
入
っ
た
。

テ
ラ
ス
か
ら
下
の
通
り
を
眺
め
る
と
ま
だ
凄

い
渋
滞
、
ク
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
鳴
ら
し
て
押
し

合
う
よ
う
に
走
り
、
そ
の
間
を
歩
行
者
が
す

り
抜
け
て
ゆ
く
。
ど
こ
の
交
差
点
に
も
歩
行

者
用
の
信
号
は
な
く
、〝
み
ん
な
で
渡
れ
ば

…
〟
は
論
外
、
大
人
も
子
供
も
平
気
で
車
の

間
を
縫
う
よ
う
に
渡
る
光
景
に
は
驚
き
感
心

し
た
。

9
月
11
日　

カ
イ
ロ
観
光

今
日
は
首
都
カ
イ
ロ
（
人
口
約
1
5
0
0

万
人
）
を
観
光
し
て
、
夕
方
に
は
帰
国
の
途

に
つ
く
。
7
時
半
過
ぎ
に
バ
ス
で
ホ
テ
ル
を

出
発
、
晴
天
、
ナ
イ
ル
川
東
岸
の
イ
ス
ラ
ム

地
区
の
丘
の
上
の
モ
ハ
メ
ド
・
ア
リ
・
モ
ス

ク
ヘ
向
か
っ
た
。
1
8
2
4
年
に
モ
ハ
メ
ド
・

ア
リ
に
よ
っ
て
建
設
が
ス
タ
ー
ト
し
た
ビ
ザ

ン
チ
ン
様
式
の
大
き
な
モ
ス
ク
、
初
め
て
モ

ス
ク
の
中
に
入
っ
て
見
学
し
た
。
カ
イ
ロ
は

〝
1
0
0
0
の
ミ
ナ
レ
ッ
ト
（
尖
塔
）
を
持
つ

町
〟
と
い
わ
れ
、
町
の
い
た
る
所
に
モ
ス
ク

の
存
在
を
示
す
ミ
ナ
レ
ッ
ト
が
見
ら
れ
る
。

そ
の
あ
と
、
市
の
中
心
部
に
あ
る
エ
ジ
プ

ト
考
古
学
博
物
館
へ
行
き
、
9
時
に
入
館
、

も
う
大
勢
の
見
学
者
で
混
雑
し
て
い
る
。
先

史
時
代
か
ら
古
代
エ
ジ
プ
ト
王
朝
の
貴
重
な

遺
産
が
多
数
展
示
さ
れ
た
エ
ジ
プ
ト
を
代
表

す
る
博
物
館
、
観
光
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
で
も
あ

る
。
ラ
ム
セ
ス
2
世
の
像
や
ツ
タ
ン
カ
ー
メ

ン
の
〝
黄
金
の
マ
ス
ク
〟
な
ど
の
秘
宝
を
見

た
あ
と
、
特
別
料
金
を
要
す
る
ミ
イ
ラ
室
に

入
り
、
ラ
ム
セ
ス
2
世
な
ど
、
12
人
の
フ
ァ

ラ
オ
（
王
）
の
ミ
イ
ラ
を
見
た
。
ゆ
っ
く
り

見
れ
ば
1
日
か
か
り
そ
う
、駆
け
足
で
見
て
、

11
時
過
ぎ
に
退
出
し
た
。

午
後
、
名
所
に
な
っ
て
い
る
ハ
ン
・
ハ
リ
ー

リ
市
場
で
自
由
時
間
。
狭
い
通
り
に
様
々
な

店
が
並
び
、
ラ
マ
ダ
ー
ン
が
近
い
せ
い
か
大

変
な
人
出
だ
。
色
々
な
品
を
売
っ
て
い
る
が
、

買
い
た
い
よ
う
な
も
の
は
な
い
。
様
々
な
民

俗
衣
装
（
ガ
ラ
ベ
イ
ヤ
）
を
ま
と
っ
た
人
が

多
く
、
写
真
を
撮
り
た
い
が
正
面
近
く
か
ら

カ
メ
ラ
を
向
け
ら
れ
な
い
の
が
残
念
だ
っ
た
。

9
月
12
曰　

帰
国

前
日
17
：
50
に
カ
イ
ロ
空
港
を
出
発
、

12
：
40
に
成
田
空
港
に
到
着
、
無
事
に
8
日

間
の
旅
を
終
え
た
。
東
京
へ
向
か
う
電
車
の

中
で
ラ
ジ
オ
の
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
る
と
、
安

倍
首
相
が
辞
意
を
表
明
し
た
と
の
ビ
ッ
グ

ニ
ュ
ー
ス
。
小
生
の
帰
国
を
待
っ
て
の
発

表
？
車
窓
の
懐
か
し
い
風
景
、
こ
こ
は
日
本

な
の
だ
！
と
も
あ
れ
、短
い
滞
在
だ
っ
た
が
、

古
代
と
現
代
が
混
在
し
つ
つ
、
共
生
・
共
栄

し
て
い
る
エ
ジ
プ
ト
の
姿
を
、
こ
の
目
で
見

る
こ
と
が
で
き
た
楽
し
い
旅
だ
っ
た
。

アブ・シンベル大神殿のラムセス2世像
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平成 2 年から始めて、今年で第19回目を迎える「EE東北」が平成20年 6 月 4 日㈬〜 6 月 5 日㈭〜
夢ひろげ未来につなぐ新技術〜をキャッチフレーズにみやぎ産業交流センター（夢メッセみやぎ）を会場
に開催されます。

実施内容

開催月日 開催場所

新技術展示会 平成20年6月4日㈬
　　開会式：10：00〜

10：00〜16：30 みやぎ産業交流センター
「夢メッセみやぎ」
（仙台市宮城野区港 3 - 1 - 7 ）
展示場（屋内AB・屋外）　 　 　 6月5日㈭ 9 ：00〜15：00

新技術活用討論会 平成20年6月4日㈬　13：00〜15：00
4 題（開発者・施工者・発注者による報告と意
見交換）

みやぎ産業交流センター
「夢メッセみやぎ」

新技術展示
158者339技術（予定）
プレゼンテーション

新技術活用討論会　発表技術
①「ボンテラン工法」㈱森環境技術研究所
②「ＳＰＡＣＥ21工法」㈱松村組・㈱ジオトップ
③「高品質トンネル覆工天端部締固めシステム」前田建設工業㈱
④「航空静止画作成及び編集技術」㈱エマキ

テーマ
「安全安心、環境、ゆとりと福祉、コスト縮減、品質確保、その他」

Right 10

Left 13



東北の長い冬もようやく終わり、平成20年の新年度が始まりました。新年度の幕開けは、道路特定財源の

期限切れといった社会の大きな変化から始まってしまいましたが、変わらないのは日本の四季で、暖かい春が

やってきました。

4月に入り、新入社員が入られた会社も多いことと思われます。若者と言えば、皆様は最近の「ＫＹ語」と

いうものはご存知でしょうか。調べたところ、昭和初期の大日本帝国海軍でも使われていたようで、1990年

代中頃から若者の間で再び使われるようになり、昨年「ＫＹ」＝「空気読め！」が取り上げられて以来、「ＫＹ語」

という言葉が使われるようになったようです。

この話わかりますか、「今日ＳＰとＥＫなんだ」（今日先輩と、宴会なんだ。）「ＳＰがＳＮＳでＨＫＳで困っ

たよ」（先輩が酒飲みすぎで、話くどすぎで困ったよ。）

本当に若者が使うかどうかは、会員の皆様方が新入社員とのコミニュケーションの際に直接ご確認ください。

（編集担当　三上　幸樹）

広報部会より

日本建設機械化協会
『東北支部会員』募集のご案内

年会費：60,000円／年間　　入会費：5,000円
東北支部会員は、日本建設機械化協会の目的に賛同し、建設機械施工技術にご関心のある法人であればどな

たでもご入会頂けます。

■支部会員の特典　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
○総合評価における評価項目（企業の「地域貢献」の実績）で高い評価
○除雪講習会はじめ各種講習会が会員価格で受講、またＣＰＤの講習実績として認定
○表彰制度が充実
○「ＥＥ東北」に会員価格で出展
○「新技術情報交換会」で優先的に技術発表
○支部たより（季刊）のお届け
○当協会の機関誌「建設の施工企画」を毎月お届け
○建設工事現場の見学会等への実費参加
○支部ホームページにリンク、会員紹介
○建設機械施工技術検定試験や除雪講習会をダイレクトに案内
○当協会発行の出版図書を会員優待価格（割引価格）で提供
○協会主催の各種行事・海外視察団派遣のご案内

【お問い合せ・申込書の送付先】
社団法人　日本建設機械化協会東北支部
〒980-0802 仙台市青葉区二日町16番1号　二日町東急ビル5F
TEL：（022）222-3915　FAX：（022）222-3583
Email　jcma-futukamati@mbr.nifty.com
URL　  http://www.jcmanet.or.jp/tohoku/
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建
設
部
会

日
　
　
時
：
1
月
8
日
㈫　

16
時
〜
17
時

場
　
　
所
：
協
会
会
議
室

参
加
者
：
箱
崎
武
部
会
長
ほ
か
7
名

議
　
　
題
：
平
成
19
年
度
活
動
報
告
、
次
年

度
の
計
画
に
つ
い
て

支
部
た
よ
り
安
全
コ
ー
ナ
ー
に

つ
い
て

企
画
部
会

日
　
　
時
：
1
月
21
㈪　

13
時
〜
15
時

場
　
　
所
：
協
会
会
議
室

参
加
者
：
山
田
仁
一
部
会
長
ほ
か
3
名

議
　
　
題
：
協
会
活
動
に
つ
い
て

広
報
部
会

日
　
　
時
：
2
月
6
日
㈬　

13
時
30
分
〜
15

時
30
分

場
　
　
所
：
協
会
会
議
室

参
加
者
：
山
田
仁
一
広
報
部
会
長
代
理
ほ

か
2
名

議
　
題
：
支
部
た
よ
り
1
5
3
号
編
集
計

画
に
つ
い
て

原
稿
依
頼
作
成
及
び
発
送

広
報
部
会

日
　
　
時
：
2
月
7
日
㈭　

13
時
30
分
〜
15

時
30
分

場
　
　
所
：
協
会
会
議
室

参
加
者
：
山
田
仁
一
広
報
部
会
長
代
理
ほ

か
1
名

議
　
題
：
支
部
た
よ
り
1
5
3
号
編
集
計

画
に
つ
い
て

原
稿
依
頼
作
成
及
び
発
送

企
画
部
会

日
　
　
時
：
2
月
13
日
㈬　

13
時
30
分
〜
15

時
30
分

場
　
　
所
：
協
会
会
議
室

参
加
者
：
山
田
仁
一
部
会
長
ほ
か
6
名

議
　
題
：
新
規
会
員
募
集
に
つ
い
て

新
表
彰
制
度
の
実
施
に
つ
い
て

技
術
委
員
会

日
　
　
時
：
2
月
21
日
㈭　

15
時
〜
17
時

場
　
　
所
：
協
会
会
議
室

参
加
者
：
高
橋
弘
委
員
長
（
東
北
大
学
教

授
）
ほ
か
6
名

議
　
題
：
建
設
施
工
技
術
表
彰
審
査
要
領

に
つ
い
て

建
設
施
工
技
術
表
彰
の
募
集
に

つ
い
て

施
工
部
会
・
除
雪
分
科
会
・
除

雪
現
場
調
査

日
　
　
時
：
2
月
26
日
㈫
〜
2
月
27
日
㈬

場
　
　
所
：
山
形
県
小
国
町

参
加
者
：
山
崎
晃
施
工
部
会
長
、
渡
辺
三

郎
除
雪
分
科
会
長
、
山
田
一
彦

委
員

現
　
場
：
豪
雪
地
帯
に
お
け
る
除
雪
調
査

（
国
道
及
び
町
道
除
雪
調
査
）

E
E
東
北
作
業
部
会

日
　
　
時
：
2
月
28
日
㈭　

10
時
30
分
〜
12

時

場
　
　
所
：
仙
台
市　

宮
城
県
建
設
産
業
会

館

参
加
者
：
山
崎
晃
施
工
部
会
長
ほ
か
1
名

議
　
　
題
：
Ｅ
Ｅ
東
北

'08
実
施
要
領
に
つ
い

て出
展
申
し
込
み
状
況
に
つ
い
て

新
技
術
討
論
会
及
び
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て

広
報
計
画
そ
の
他
に
つ
い
て

広
報
部
会

日
　
　
時
：
3
月
13
日
㈭　

13
時
30
分
〜
15

時
30
分

場
　
　
所
：
協
会
会
議
室

参
加
者
：
山
田
仁
一
広
報
部
会
長
代
理
ほ
か

2
名

議
　
　
題
：
機
関
誌
編
集
方
針
に
つ
い
て

広
報
部
会

日
　
　
時
：
3
月
28
日
㈮　

13
時
30
分
〜
15

時
30
分

場
　
　
所
：
協
会
会
議
室

参
加
者
：
山
田
仁
一
広
報
部
会
長
代
理
ほ
か

4
名

議
　
　
題
：
平
成
20
年
度
事
業
計
画
、
機
関
誌

編
集
方
針
等

会
員
消
息

会
員
消
息

会
社
名
・
代
表
者
変
更

●
㈱
大
林
組
東
北
支
店

常
務
執
行
役
員
支
店
長　

林　
　

雅
仁

（
前　

執
行
役
員
支
店
長
）

●
㈱
興
和
東
北
支
店

支
店
長　

島
津　

藤
夫

（
前　

塩
尻　

誠
作
）

●
コ
ベ
ル
コ
建
機
東
日
本
㈱

代
表
取
締
役
社
長　

柿
崎　

秀
一

（
前　

代
表
取
締
役　

三
木　
　

健
）

支
部
行
事
報
告

支
部
行
事
報
告
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●
三
立
道
路
㈱

代
表
取
締
役
社
長　

宮
崎　

一
市

（
前　

代
表
取
締
役
社
長　

猪
又　

昭
治
）

●
大
成
ロ
テ
ッ
ク
㈱
東
北
支
社

執
行
役
員
支
社
長　

片
平　

敏
久

（
前　

常
務
役
員
支
社
長　

若
杉　

正
之
）

●
㈱
N
I
P
P
O
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
東
北

支
店

執
行
役
員
支
店
長　

早
稲
田
高

（
前　

常
務
執
行
役
員
支
店
長水

島　

和
紀
）

●
㈱
ハ
イ
ウ
ェ
イ
と
う
ほ
く

代
表
取
締
役
社
長　

千
田　

秀
悦

（
前　

代
表
取
締
役
社
長　

渡
邊　

輝
夫
）

●
㈱
日
立
プ
ラ
ン
ト
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
東
北
支

社支
社
長　

渡
辺　
　

昇

（
前　

支
社
長　

高
橋　

行
雄
）

●
㈱
丸
島
ア
ク
ア
シ
ス
テ
ム
東
北
支
店

支
店
長　

畑
山　
　

彰

（
前　

支
店
長　

今
西　

俊
幸
）

所
在
地
変
更

●
中
村
工
業
㈱

〒
９
８
６

−

８
５
２
５

石
巻
市
築
山
1

−

9

−

31

新
規
入
会
会
員

●
開
成
建
設
㈱

代
表
取
締
役　

田
中　

清
一

〒
0
2
0

−

0
0
5
2

岩
手
県
盛
岡
市
中
太
田
新
田
20

−

1
0
4

T
E
L　

0
1
9

−
6
5
8

−

1
8
1
1

F
A
X　

0
1
9

−
6
5
8

−

1
8
1
2

●
刈
屋
建
設
㈱

代
表
取
締
役　
　

向
井
田　

岳

〒
0
2
8

−

2
1
0
4

岩
手
県
宮
古
市
刈
屋
11

−

80

−

3

T
E
L　

0
1
9
3

−

７
２

−

3
2
1
1

F
A
X　

0
1
9
3

−

７
２

−

2
2
3
6

●
㈱
鳥
山
土
木
工
業

代
表
取
締
役　

鳥
山
日
出
昭

〒
0
3
9

−

3
2
1
5

青
森
県
上
北
郡
六
ヶ
所
村
大
字
倉
内
字
笹

崎
２
８
７

T
E
L　

0
1
7
5

−

７
４

−

2
8
5
1

F
A
X　

0
1
7
5

−

７
４

−

2
4
2
3

●
㈱
長
浜
建
設

代
表
取
締
役　

長
濱　

礼
子

〒
9
9
9

−
7
7
7
3

山
形
県
酒
田
市
木
川
字
東
中
道
39

−

2

T
E
L　

0
2
3
4

−

９
３

−

2
1
3
8

F
A
X　

0
2
3
4

−

９
３

−

2
7
6
8

●
日
建
工
業
㈱

代
表
取
締
役
社
長　

菅
野　
　

悟

〒
9
8
0

−

0
8
0
2

宮
城
県
仙
台
市
青
葉
区
二
日
町
16

−

9

T
E
L　

0
2
2

−

2
2
1

−

4
5
7
6

F
A
X　

0
2
2

−

2
6
5

−

8
4
3
2

●
日
東
河
川
工
業
㈱
東
北
営
業
所

営
業
所
長　

阿
部　
　

純

〒
9
8
0

−

0
8
0
4

宮
城
県
仙
台
市
青
葉
区
大
町
2

−

8

−

27

T
E
L　

0
2
2

−

2
2
5

−

6
3
6
6

F
A
X　

0
2
2

−

2
6
8

−

1
6
6
2

●
日
本
自
動
機
工
㈱
東
北
支
店

支
店
長　

鈴
木　

直
行

〒
9
8
0

−

0
0
1
1

宮
城
県
仙
台
市
青
葉
区
上
杉
1

−

1

−

36

熊
野
ビ
ル
内

T
E
L　

0
2
2

−

2
6
3

−

9
9
7
5

F
A
X　

0
2
2

−

2
6
5

−

0
2
1
0

●
㈱
松
田
組

代
表
取
締
役　

松
田　
　

登

〒
9
9
9

−

2
2
3
2

山
形
県
南
陽
市
三
間
通
１
２
４
８

T
E
L　

0
2
3
8

−

４
３

−

5
3
1
1

F
A
X　

0
2
3
8

−

４
０

−

3
3
5
5

●
㈱
三
村
興
業
社

代
表
取
締
役　

伊
藤　

英
二

〒
0
3
9

−

2
2
2
4

青
森
県
上
北
郡
お
い
ら
せ
町
下
明
堂
30

−

10T
E
L　

0
1
7
8

−

５
２

−

5
7
5
1

F
A
X　

0
1
7
8

−

５
２

−

2
7
7
4

●
㈱
山
本
組

代
表
取
締
役　

山
本　
　

斉

〒
9
9
7

−

1
1
1
7

山
形
県
鶴
岡
市
下
川
字
東
海
林
場
３
５
８

−

67
T
E
L　

0
2
3
5

−

７
５

−

2
3
3
4

F
A
X　

0
2
3
5

−

７
５

−

2
3
1
6

●
㈱
和
島
組

代
表
取
締
役　

和
島　

良
蔵

〒
0
3
7

−

0
0
0
2

青
森
県
五
所
川
原
市
大
字
飯
詰
字
清
野
40

−

2
T
E
L　

0
1
7
3

−

３
７

−

2
1
1
1

F
A
X　

0
1
7
3

−

３
７

−

2
1
1
5
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第1回「建設施工研修会」（技術映画会）開催のご案内
この度、当協会東北支部では、平成20年度からの新規事業として「建設施工研修会（技術映画会）」

を開催する運びとなりました。
この研修会は、建設工事における建設施工技術に関する技術映画を上映し、会員の皆様をはじ

め多くの方々に、建設施工技術についてのご理解を深めて頂きたく企画しました。
皆様の技術向上等のお役に立てていただきたく、多数お誘い合わせの上、ご来場くださいます

ようにご案内申し上げます。

⑴　会場及び日時
開 催 日 時　平成20年7月22日㈫　13：30〜16：10
開 催 場 所　ハーネル仙台3Ｆ蔵王
仙台市青葉区本町 2 丁目12−7　TEL 022-222-1121

⑵　定　　　員　150名
⑶　プログラム　詳細が決定次第お知らせします。
⑷　入 場 料　無料

「橋梁架設・大口径岩盤削孔の施工技術と積算、及び
建設機械等損料講習会」のご案内

当協会東北支部では、「橋梁架設及び大口径岩盤削孔工法の施工技術と積算、並びに建設機械等
損料」に関する講習会を開催致します。

今回の講習会では、新刊の「橋梁補修補強工事積算の手引き」（別略）を新たに加えた「橋梁架
設工事の積算（平成20年度版）」、及び既刊の「大口径岩盤削孔工法の積算（平成20年度）」の解説、
並びに建設機械損料を基に機械軽費を算出するための実務的な解説を加えた「建設機械等損料表

（平成20年度版）」の解説を併せて行います。

⑴　会場及び日時
会 場　ハーネル仙台3Ｆ蔵王

仙台市青葉区本町 2 丁目12−7　TEL 022-222-1121
開 催 期 日　平成20年6月10日㈫　9：50〜16：30

⑵　講習会費及びテキスト
講習会費（テキスト代は含まず）
■㈳日本建設機械化協会会員及び官公庁職員　8,000円／ 1名（消費税込み）
■上記以外の非会員の方　　　　　　　　　 10,000円／ 1名（消費税込み）

⑶　受 講 定 員　200名（定員になり次第、締切ります）

建設系ＣＰＤ協議会登録講習会（ＣＰＤ登録申請中）
お知らせ
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機能上の違いは、
①　定格以上の荷を吊り上げようとした時に警報を発する過負荷警報装置
②　クレーン作業に適した吊り上げ速度・旋回速度になるようエンジンの回転数などを調整するクレー

ンモードへの選択機能
などをあげることができる。

クレーン機能付バックホウのデメリットは？
メリットだけが強調されがちなクレーン機能付バックホウですが、現場から次のような意見も出ていま

す。

①　使いやすさが高じて全ての作業をこれで済ませようとする傾向がある。もとより能力の限界がある
ことを頭に入れておく必要がある。

②　クレーンモードがあるといっても、ブームとアームの上げ下げのみで荷を吊り降ろすのでワイヤー
式に比べると繊細さに限りがある。

③　掘削作業時の衝撃で、フックをピンで固定している格納装置が破損してしまう場合がある。
④　リース料金が若干高めとなる。

以上、機械の運用方法や構造には、改善の余地が残されており、これらを考慮に入れた上で安全作業が
求められています。

安全作業を行うポイント
クレーン機能付バックホウは、クレーンモードに切り替えて使用する場合には、移動式クレーンとして

扱われます。そこで安全作業を行なうためには、次のことに注意してください。

①　運転業務には、法的に
⑴　掘削作業には車輌系建設機械運転技能講習修了者
⑵　クレーン作業には、吊り上げ能力に応じた移動式クレーンの運転資格者
となり、機械動作の特性から両方の資格所有者の運転が望まれます。

②　玉掛け作業は、玉掛けに必要な資格所得者が行う。
③　クレーンモードに確実に切り替えてから作業を行う（外部表示灯が点灯）
④　作業地盤の確認（軟弱地盤、傾斜面には、敷き鉄板及びならし等を行う）
⑤　統一した合図のもとに作業する。
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安全コーナー
クレーン機能付バックホウ使用における災害防止

バックホウは便利な機械ですが、使い方を誤ると大きな事故につ
ながります。荷の吊り上げ作業に代表される『用途外使用』を安易
に行ったための災害は後を絶ちません。
そこで機械災害防止の具体的施策として、移動式クレーンとして

の性能を備えた、クレーン機能付バックホウの使用が拡大していま
す。

クレーン機能付バックホウの特徴
一見すると普通のバックホウとクレーン機能付は、見分けが付きませんが、良く見ると外観上、次のよ

うな違いがあります。

①　移動式クレーンの規格で定められた銘板等の表示
②　クレーンモードで作業時に点灯する外部表示灯
③　機械本体に、あらかじめ荷を吊り上げるためのフックを装備
④　吊り上げた荷の重量を表示する荷重計

などです

■格納が可能な吊りフック
多くの機種が、クレーン作業以外では
フックを格納できるようになっている。

■荷重計

運転席にある
荷重表示モニタ

■表示等

■外部表示灯

●定格荷重銘板
●企画に適合している
　ことを示す銘板
●製造銘板
●定格荷重表　等

フックは
バケットリンク部分

に格納

フックには
外れ止め装置付

㈱大林組　東北支店　安　田　　　直
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会員の皆様には、平素から当協会の事業推進に格別のご高配を賜り厚く御礼申し上げます。
この度、当協会東北支部の機関誌「支部たより」の編集に当たって、会員の皆様からの投稿を掲載する

ことを検討しており、このたび「投稿要領」を作成しました。
つきましては、会員の皆様から「表紙写真」、「読者の声」、「技術情報」などの内容について積極的な投

稿を募集いたしますのご案内申し上げます。

	 ㈳日本建設機械化協会東北支部　　　　　
	 広報部会（「支部たより」編集事務局）　　
	 TEL：022-222-3915　FAX：022-2222-3583
	 E−mail：jcma-futukamati@mbr.nifty.com

【投稿要領】
1．投稿原稿提出先

日本建設機械化協会東北支部広報部会
2．提出期日等

「表紙写真」、「読者の声」、「技術情報」の締切り日は特に定めない。ただし、発行が 1 月、4 月、7 月、
10月頃の 4 回となっており、その20日前程度が原稿締め切りであるため、広報部会（編集委員会）
で検討し時期的に適切でないものは掲載しない。

３．投稿原稿の区分・内容
①　表紙写真

「支部たより」の表紙写真にふさわしい東北各地の季節感ある風景や地方行事とする。（撮影者の
所属・氏名・年齢、撮影場所、撮影年月日、簡単なコメントを添付する。）

②　「読者の声」
会員からの建設的な意見提案、あるいは会員一般に特に関心を持たれる事項やその他会員に益す
る事項に関する意見あるいは情報などで、2,000字程度（ 1 ページ）以内とする。

③　技術情報
技術情報は、建設施工技術、建設機械関連技術、機械設備技術等に関する施工事例、新技術等、
その他会員に役立つ技術情報提供を主旨とするもので、原則として 4 ページ以内とする。

4．投稿資格
投稿原稿の著者は、本会会員であることを原則とするが、本協会活動に適合する内容のものであれ
ば、この限りではない。

5．他誌への投稿との関連
他誌既掲載と同一の「表紙写真」、「読者の声」は原則として登載しない。但し、新しい情報など内
容の一部が異なる場合にはこの限りではない。

6．著作権及び出版権
機関紙「支部たより」に掲載される投稿文等の出版権は日本建設機械化協会東北支部に属し、著作
権も原則として日本建設機械化協会東北支部に帰属する。

7．投稿原稿送付方法
投稿原稿は原則として Microsoft Word で作成することとし、電子メールより送付することとす
る。ただし、表紙写真や説明写真・図等はこの限りではない。

機関紙「支部たより」へ投稿のご案内
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【新仙人トンネル起点側融雪設備システム系統図】

4 ．設備の設計条件
⑴　換気設備
ジェットファン必要台数の設計根拠は以下の条件から導き出されている。
・道路構造規格　　　：第 1種第 3級　地方部　山地部
・計画交通量　　　　：7,833台／日（平成19年度）
・年平均大型車混入率：24.0％
・設計速度　　　　　：70㎞／ｈ
・交通方式　　　　　： 2車線対面通行（暫定時）
・重方向率　　　　　：0.5

⑵　消火設備
設備設計の基本となる条件は以下のとおりである。
・水源　　　　　：トンネル湧水
・放水圧力　　　：0.29Mpa
・放水量　　　　：130L ／min
・消火栓設置間隔：50ｍ

⑶　融雪設備
設備設計の基本となる単位必要熱量、その他の条件は次表のとおりである。

　
5 ．おわりに
　仙人峠道路は高規格幹線道路の「東北横断自動車道釜石秋田線」の一翼を担うもので、平成19年 3 月18
日の開通以来もはや 1年を経過しようとしているが、釜石市及び遠野市・住田町を含め地域からの利便性
に対する声を聞くと大変好評を博している。特に産業都市としての釜石を基点とした物流の往来、また首
都圏へのアクセスをスムーズに行える人員の往来など、また、風光明媚な三陸リアス式海岸を代表する陸
中海岸国立公園への観光誘致等々、人、物に対する流通に寄与する貢献は大きいものと考える。
　更に現在、岩手河川国道事務所で進めている東和・遠野間の改築事業が進展すれば幹線道路としての横
軸での連携が益々強化され、利便性・経済性に与える効果はかなり高くなるものと期待される。
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【消火栓外観】 【消火栓使用状況】

【滝観洞トンネルおよび秋丸トンネル消火設備システム系統図】　　

【ヒートポンプ外観】 【融雪設備運転状況】
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表−3　融雪設備諸元

【ジェットファン設置状況】 【ジェットファン外観】

【新仙人トンネルジェットファン取付標準断面図】
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新仙人トンネル：Ｌ＝4,492ｍ　 　トンネル等級・Ａ
滝観洞トンネル：Ｌ＝2,996ｍ　　　　 〃　　　  ・Ａ
秋丸トンネル　：Ｌ＝1,130ｍ　　　　 〃　　　  ・Ａ

施行区分　　釜石側甲子町起点から滝観洞トンネル終点側坑口までの13.2㎞区間は国土交通省が権限代
行にて施行．
滝観洞トンネルの終点側坑口から遠野側上郷町終点までの5.2㎞区間（秋丸トンネルを含
む）は岩手県施行．

3 ．機械設備の概要
仙人峠道路の機械設備はトンネルに関係する「換気設備」「消火設備」「融雪設備」に分類される。
これらの諸元について表− 1〜 3に示す。
なお、各設備共に操作制御設備が常設（管理建屋内格納）されるが、ここでの諸元は割愛する。

表−1　換気設備諸元

表−2　消火設備諸元
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1 ．はじめに
岩手県内の釜石市と花巻市とを結ぶ一般国道283号（通称・釜石街道）は総延長88.5㎞の道路で、古来

から三陸の沿岸から内陸との交易の要衝として流通の要となる道路である。中でも仙人峠といわれる箇所
は釜石側の海浜地区から北上山地に分け入る急峻な地形が折り重なり、人馬の往来にも難所な場所として
知られていた。そのため、両地区に住む住民にとっては交易を司る道路の整備は地元民にとっても長年の
悲願であった。
釜石市と遠野市の境界にある仙人峠は標高887ｍで、峰を貫く街道には昭和34年に開通した仙人トンネ

ル（Ｌ＝2,500ｍ）があるが、狭隘であり、また前後の急勾配、急カーブが続く未改良区間の解消のため
平成 4年度から旧建設省及び岩手県が改築事業に着手したものである。
この度、約14年の年月を費やし完成した新しい仙人峠道路は平成19年 3 月18日付けで無事開通を見たも

ので、改築延長18.4㎞区間のうち半分以上がトンネルで占め、本稿ではそれに関連する機械設備について
紹介するものである。

2 ．仙人峠道路の概要
路 線 名　　一般国道283号　仙人峠道路
起　　点　　釜石市甲子町第七地割
終　　点　　気仙郡住田町上有住字秋丸
総 延 長　　18.4㎞
道路規格　　第 1種第 3級（自動車専用道路）
設計速度　　70㎞／ｈ（対面通行時）
トンネル　　甲子トンネル　：Ｌ＝488ｍ　　　トンネル等級・Ｂ

東北地方整備局　三陸国道事務所　安　田　英　明

仙人峠道路の機械設備
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